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中間期・通期業績予想ならびに配当予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向を踏まえ、平成18年2月13日の平成17年度通期決算発表時に公表した平成18年12月期

中間（平成18年1月1日～平成18年6月30日）、平成18年12月期（平成18年1月1日～平成18年12月31

日）の連結および個別業績ならびに配当予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

記 

１． 平成18年12月期中間の連結業績予想の修正（平成18年1月1日～平成18年6月30日）（金額の単位：百万円）     

 売 上 高 経 常 利 益 （中間）当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ A ）  １０，７００ ７２０  ３９０ 
今 回 修 正 予 想 （ B ）  １０，４００  ５１０  １２０ 

増 減 額 （ B ― A ）  △３００ △２１０ △２７０ 
増 減 率 （ ％ ）  △２．８ △２９．２ △６９．２ 
(ご参考) 
前期実績（平成17年12月期中間） ９，９３４ ５７０  ３１３ 

【連結中間期業績予想修正の理由】 

 技術者派遣を主力とするアルプス技研のアウトソーシング事業は、引き続き強い技術者需要に支えられ、派遣単
価の改善も進展し、売上、経常利益共に順調に推移しております。さらなる成長に備え、基礎体力である財務体質
の一層の健全化を図るため、当社ならびに子会社所有固定資産の減損損失(蓼科テクノパーク他200百万円程度)を
特別損失として計上いたします。 
またこれに伴い最近の状況を踏まえて連結業績予想の見直しを行った結果、第1四半期における子会社収益下振

れ（ソフト開発案件の不具合修正に伴う費用増など）や、「その他事業」において当初見込んでいた受注が獲得でき
ず売上が計画を下回る見込みであることにより、中間期の連結売上、経常利益、当期純利益を修正するものです。 

２．平成18年12月期中間の個別業績予想の修正（平成18年1月1日～平成18年6月30日）（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 （中間）当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ A ）  ８，９７０  ６１０    ３４０ 
今 回 修 正 予 想 （ B ） ８，８３０  ６１０    １５０ 
増 減 額 （ B ― A ） △１４０  － △１９０ 
増 減 率 （ ％ ） △１．６  － △５５．９ 
(ご参考) 
前期実績（平成17年12月期中間） ８，２８２  ５０７  ２９７ 

 【個別中間期業績予想修正の理由】    

個別の業績につきましては、売上・経常利益ともに順調に推移しておりますが、連結業績同様、財務体質の一
層の健全化を図るため、特別損失に固定資産の減損損失（蓼科テクノパーク180百万円程度）ならびに持分法適
用会社に対する株式評価減等（180 百万円程度）を計上するため、（中間）当期純利益予想を修正するものです。
なお、後者につきましては、連結業績への影響はありません。 
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３．平成18年12月期の連結業績予想の修正（平成18年1月1日～平成18年12月31日） （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） ２２，３００ １，７５０ ９５０ 

今 回 修 正 予 想 （ B ）  ２１，８００ １，６１０ ７４０ 

増 減 額 （ B ― A ） △５００ △１４０ △２１０ 

増 減 率 （ ％ ） △２．２ △８．０ △２２．１ 

(ご参考) 

前期実績（平成17年12月期） 

２０，５３６ １，６０１ ８０１ 

【連結通期業績予想修正の理由】 

   中間期同様、最近の状況などを踏まえ、下期業績の見直しを行い、修正するものです。当期純利益の修正は、
中間期の特別損失によるものです。 経常利益の修正幅が通期で縮小するのは、第1四半期で連結利益にマイナ
ス要因となったソフト子会社の利益が改善することが主因です。 

４．平成18年12月期の個別業績予想の修正（平成18年1月1日～平成18年12月31日） （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ A ）  １８，７００ １，６００ ９００ 

今 回 修 正 予 想 （ B ） １８，４００ １，６００ ７００ 

増 減 額 （ B ― A ） △３００ － △２００ 

増 減 率 （ ％ ） △１．６  － △２２．２ 

(ご参考) 
前期実績（平成17年12月期） 

１７，２７７ １，４１８ ６８４ 

【個別通期業績予想修正の理由】                       

  中間期同様、最近の状況などを踏まえ、下期業績の見直しを行い、修正するものです。当期純利益の修正は、
中間期の特別損失によるものです。 

５．配当予想の修正について 

 当期の配当予想につきましては、下記平成18年2月13日付「配当方針に関するお知らせ」に公表したとおり
の配当方針に変更はございません。 

（１） 平成18年12月期より、連結業績に連動した配当方針とする。 

（２） 連結ベースで配当性向50％を指標とする。 
（３） 業績にかかわらず、安定配当として、現在の発行済株式数を前提に、１株20円の配当金は、基本的に

維持する。 
 

なお本業績予想の修正に基づき、平成18年12月期の１株当り予想連結当期純利益は74円89銭となりますの
で、１株当り配当金は３７円となる予想です。 

 １株当り 

中間配当金 

１株当り 

期末配当金 

１株当り 

年間配当金 

前 回 発 表 予 想 （ A ）   －  48円00銭  48円00銭

今 回 修 正 予 想 （ B ）   － 37円00銭 37円00銭 

増 減 額 （ B ― A ） － △11円00銭 △11円00銭

増 減 率 （ ％ ） － △22.9  △22.9  

(ご参考)前期実績（平成17年12月期）  － 40円00銭 40円00銭 

 

 以 上 

 

 

 

 

                                              


